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ードオフがある。また、小規模訓練データ（いわゆる low resource language）への適用可能性や
解釈性・説明可能性も備えていない。本論文は、以上すべての要件を満たすような新しい共起の
尺度である Pointwise Hilbert-Schmidt Independence Criterion (PHSIC)を提案・検証したもの
で、全編 7 章からなる。 
第 1 章は序論である。 























第 7 章は結論である。 
以上より本論文は、分野に遍在する共起の問題を、埋め込み表現・カーネル法・MCMC とい
った幅広い数理的道具の特性と言語の問題の特性を適切に結びつけまた新しい方法論を導くこと
で、数多くの要請を一度に満たす理論的に強固な新しい道具を作り上げ、さらに幅広いアプリケ
ーションでの有用性を確認したものであり、自然言語処理・計算言語学への発展に寄与するとこ
ろが少なくない。 
よって、本論文は、博士（情報科学）の学位論文として合格と認める。 
